
平成年月日 金曜日 (第号付録) 月目録官 報

日

号
外

ペ
ー
ジ

〇
財

務

省
、
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
、
経
済
産
業
省
、

国
土
交
通
省

四

緑
地
面
積
率
等
に
関
す
る
同

意
企
業
立
地
重
点
促
進
区
域

に
つ
い
て
の
区
域
の
区
分
ご

と
の
基
準
の
一
部
を
改
正
す

る
件

一
六

四

五

工
場
立
地
に
関
す
る
準
則
の

一
部
を
改
正
す
る
件

一
六

四

〇
財
務
省
、
農
林
水
産
省

一
五

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
附
則
第
三
十
五
条
の
規

定
に
基
づ
き
、
同
条
の
主
務

大
臣
の
定
め
る
利
率
を
定
め

る
等
の
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

二
一

二

〇
財

務

省
、
農
林
水
産
省
、

経
済
産
業
省

八

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
指
定
金
融

機
関
が
危
機
対
応
業
務
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
の

認
定
を
行
い
、
危
機
対
応
業

務
及
び
危
機
対
応
円
滑
化
業

務
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事

項
を
定
め
た
件

二
八
185

一

九

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公

庫
法
第
十
七
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
危
機
対
応
業

務
を
行
う
営
業
所
又
は
事
務

所
の
所
在
地
を
変
更
す
る
件

三
一

六

〇
国

税

庁

一
二

行
政
機
関
の
保
有
す
る
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律

の
規
定
に
基
づ
く
国
税
庁
長

官
の
権
限
又
は
事
務
の
一
部

を
委
任
す
る
件
の
一
部
を
改

正
す
る
件

一
〇

四

〇
文
部
科
学
省

一
〇
四

強
制
執
行
、
仮
差
押
え
及
び

仮
処
分
を
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
海
外
の
美
術
品
等
を
指

定
す
る
件

三
169

一

一
〇
五

義
務
教
育
諸
学
校
教
科
用
図

書
検
定
基
準

一
〇
174
一
六

一
〇
六

私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
施

行
令
第
六
条
に
お
い
て
準
用

す
る
国
家
公
務
員
共
済
組
合

法
施
行
令
第
十
一
条
の
三
の

四
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き

文
部
科
学
大
臣
が
定
め
る
医

療
に
関
す
る
給
付
を
定
め
る

件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

三
一

六

〇
文

化

庁

五
〇
五
一

史
跡
を
管
理
す
べ
き
地
方
公

共
団
体
を
指
定
す
る
件

一
四

五

五
二
五
三

著
作
権
法
第
三
十
七
条
第
三

項
の
視
覚
障
害
者
等
の
た
め

の
複
製
又
は
自
動
公
衆
送
信

が
認
め
ら
れ
る
者
の
指
定
の

件

一
八

五

〇
厚
生
労
働
省

二
六
三

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一

条
の
四
第
五
項
か
ら
第
七
項

ま
で
の
規
定
に
基
づ
き
同
条

第
五
項
に
規
定
す
る
自
動
変

更
対
象
額
を
変
更
す
る
件

一

三

二
六
四

雇
用
対
策
法
施
行
規
則
第
一

条
の
四
第
九
項
の
規
定
に
基

づ
き
同
条
第
八
項
に
規
定
す

る
控
除
額
を
変
更
す
る
件

一

三

二
六
五

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
の
実
施
に
関
す
る
基

準
第
一
条
第
一
項
第
十
号
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
項
目
及
び
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

一
167
三
六

二
六
六

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
の
実
施
に
関
す
る
基

準
第
四
条
第
一
項
第
三
号
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
基
準
の
一
部
を

改
正
す
る
告
示

一
167
三
七

二
六
七

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
の
実
施
に
関
す
る
基

準
第
七
条
第
一
項
及
び
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特

定
保
健
指
導
の
実
施
方
法
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示

一
167
三
七

二
六
八

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
の
実
施
に
関
す
る
基

準
第
七
条
第
一
項
第
二
号
及

び
第
八
条
第
一
項
第
二
号
の

規
定
に
基
づ
き
厚
生
労
働
大

臣
が
定
め
る
食
生
活
の
改
善

指
導
又
は
運
動
指
導
に
関
す

る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を

有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
者
の

一
部
を
改
正
す
る
告
示

一
167
三
九

二
六
九

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
の
実
施
に
関
す
る
基

準
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定

に
基
づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
者
の
一
部
を
改
正
す

る
告
示

一
167
四
〇

二
七
〇

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
の
実
施
に
関
す
る
基

準
第
十
七
条
の
規
定
に
基
づ

き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
の
実
施
に
係
る
施

設
、
運
営
、
記
録
の
保
存
等

に
関
す
る
基
準
の
一
部
を
改

正
す
る
告
示

一
167
四
一

二
七
一

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保

健
指
導
の
適
切
か
つ
有
効
な

実
施
を
図
る
た
め
の
基
本
的

な
指
針
の
一
部
を
改
正
す
る

告
示

一
167
四
三

二
七
二

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品

質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の

確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行

規
則
第
十
二
条
第
一
項
の
登

録
を
受
け
た
試
験
検
査
機
関

が
試
験
検
査
の
業
務
の
全
部

を
廃
止
す
る
旨
の
届
出
が

あ
っ
た
旨
を
公
示
す
る
件

三

五

二
七
三

港
湾
労
働
法
第
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
同
法
第

十
四
条
に
規
定
す
る
業
務
を

行
う
法
人
を
指
定
し
た
件
の

一
部
を
改
正
す
る
件

九

三

二
七
四

港
湾
労
働
法
第
三
十
一
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が

あ
っ
た
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

九

三

二
七
五

職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
三

十
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す

る
厚
生
労
働
大
臣
の
登
録
を

受
け
た
登
録
試
験
機
関
の
登

録
事
項
を
変
更
し
た
旨
を
公

示
す
る
件

一
〇

五

二
七
六

職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
三

十
条
の
二
十
四
第
一
項
に
規

定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
の
指

定
を
受
け
た
指
定
登
録
機
関

の
名
称
を
変
更
し
た
件

一
〇

五

二
七
七

都
道
府
県
が
行
う
補
助
金
等

の
交
付
に
関
す
る
事
務
の
一

部
を
改
正
す
る
件

一
五

二

二
七
八

介
護
保
険
の
医
療
保
険
者
の

納
付
金
の
算
定
等
に
関
す
る

省
令
の
規
定
に
基
づ
き
平
成

二
十
九
年
度
の
医
療
保
険
者

の
納
付
金
の
算
定
に
関
し
て

厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
率

及
び
額
の
一
部
を
改
正
す
る

件

一
六

五

二
七
九

組
換
え
Ｄ
Ｎ
Ａ
技
術
応
用
食

品
及
び
添
加
物
の
安
全
性
審

査
の
手
続
を
経
た
生
物
及
び

物
の
公
表
を
行
う
件

二
一

三


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